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　「ここ、教えて。」

　小学5年生になって間もないころ、私はふいに声をかけられ

た。振り向くと、透き通るような肌を少し赤らめた少女が、算数

の教科書を私に差し出していた。彼女は侵攻が始まる前のウク

ライナから、両親の都合で日本へやってきた外国人だった。私た

ちと同じ学校に通っており、一見すると勉強する環境は整ってい

る。しかし、いくら努力しても日本語は難しく、算数の授業でさ

えついていくのは大変だったそうだ。教室や教科書があっても、

言葉や文化の壁は高く立ちはだかっていたのだ。やがて私たち

は仲良くなり、放課後に一緒に教科書を読み解くようになった。

私はできるだけ簡単な日本語で授業に関係する言葉を教えた。

だが、逆に私の方が彼女から学んだものは大きかった。一生懸命

に理解しようとする彼女の姿からは、「どんな場所でも、どんな

環境でも学びたいという気持ちは世界共通だ」ということを強く

教えられたのだった。

　この経験をきっかけに、私は「学びの機会を守ること」の大切

さを強く意識するようになった。中学入学時、ザンビアの小学生

の教育を支援する活動を知った。私は「遠く離れた場所でも、自

分にできることがある」と感じ、迷わず参加した。この活動で

は、現地の小学生に全国から集めた計算カードや足し算・引き算

の問題集を送り、返却された答案を採点する。驚いたのは、ザン

ビアの子どもたちの多くは小さな棒のようなものを紙に一本ず

つ書いて計算していたことだ。二桁の計算でも数十の棒を書き、

最後まであきらめずに数え続ける。びっしりと小さな棒で埋め尽

くされた答案を見て、私は言葉にならないほどの感動を覚えた。

日本から遠く離れていても、やはり「学びたい」という意欲は同

じだった。

　そして、日本の中にも学習に困難を抱える子どもは多い。厚生

労働省によれば、2021年には9人に1人が相対的貧困の状態に

あった。義務教育や衣食住は一定程度保障されているため「目に

見える貧困」は少なく感じられる。しかし、教育格差は進学率や

就職先に影響を与え、貧困の連鎖を生み続けている。

　私はこのような教育の現状を少しでも変えたいと思い

「SDGs17：パートナーシップで目標を達成しよう」の精神に則

り、学校で国際部を立ち上げた。募金活動やさまざまな支援活

動を通じて、世界中の子どもたちの学びの環境守り、未来へとに

つなげるために貢献したいと考えている。さらにもっと多くの同

世代の若者たちを巻き込み、その輪を世界中へと広げていきた

い。一人の力は小さいかもしれない。しかし、その小さな意識と

行動の積み重ねこそが、未来へ学びをつなぎ、平和で幸せな世

界をつくる原動力になると信じている。

　「ありがとう、教えてくれて。」

　彼女のその一言は、今でも私の中で響き続けている。

　私は、今年八月に行われたさいたま市模擬国連大会に参加し

た。私が担当したのは中国大使だった。中国は世界最大の二酸

化炭素排出国であり、国際的な気候変動対策には欠かせない存

在だ。私は中国という国の立場で「脱炭素に積極的」と主張した

が、議論を進めるうちに、実際には経済成長を優先したいという

考えが生まれる場面に何度も直面した。

　ある国が「二〇三〇年までに二酸化炭素排出を半減しよう」

と提案すると、中国の立場としては「技術的にも経済的にも現実

的ではない」ため賛同できない。排出削減に強く出れば、他国か

ら評価される一方、自国の経済的・技術的発展を妨げることにな

る。

　この「本音と建前のバランス」をとりながら交渉することの難

しさ、そして他国の代表たちもまた、それぞれの事情や利害を抱

えていることを痛感した。議論の中でも、自国が何を優先すべき

で、どこまで妥協できるのか、その塩梅を見つけることに苦戦し

た。様々な対策案が出される中で全員の利害が一致し、納得す

る案が出せないもどかしさを覚えた。

　最終的な合意形成には時間がかかった。だが、どの国の代表

も「未来を守りたい」という共通の願いを持っていた。相手の立

場を理解し、譲れる部分を探り、わずかでも合意に近づいていく

過程は私の心にとどまっていたもどかしさが次々に解決されてい

くようで嬉しく、忘れられない経験となった。

　この経験を通じて、私はSDGsの目標十三「気候変動に具体的

な対策を」がどれほど複雑で繊細な課題かを実感した。以前ま

では、環境破壊を防ぐことは政府が動けばすぐに問題解決がで

きるだろうと、安易に考えていた。「環境破壊を防ごう」と言うこ

と自体は簡単だが、そこには、経済･政治･歴史など多くの要素が

絡み合っている。だからこそ、すぐに解決はできない。それでも、

他国と対話し続けたり、諦めずに交渉し続けたり、そのような努

力を積み立てることが、問題解決には欠かせないのだと思う。

　気候変動は、一人で解決できる問題ではない。ましてや中学生

の私にできることは限られる。けれど、年齢に関係なく、一人ひ

とりが「自分の行動は未来につながっている」と意識することか

ら変化は始まると思う。例えば学校生活での取り組みとしては、

種類ごとのゴミ箱を設置し、分別を促したり、手洗い中の節水を

心がけて水の使用量を減らしたり、プリントの裏紙を再利用した

りすることが挙げられるだろう。このような小さいことでも積み

立てをしていくことが重要なのだ。

　世界の国々は利害で分断されているようで実は未来への思い

でつながっている。いつか諦めない対話と行動によってすべての

国の利害が一致し、気候変動が改善され、誰もが平等に幸せに

暮らすことのできる世界に変わっていくことを願う。そのために

私は今日も自分の未来を形作る小さい行動、いわば未来への

“積み立て投資”を続けていこうと思う。

　私は毎日安心して学校に通い、ご飯を食べ、家族や友達と過ご

すことができている。しかし、もし突然「日本で暮らしてはいけ

ません」と言われたら、どう感じるだろうか。実際に、そんな状況

に置かれている人が日本にもいる。難民認定を受けられず、仮放

免のまま暮らす人たちだ。

　私が初めて「難民」を知ったのは道徳の特別授業だ。資料の中

に、８歳で家族とともに中東から逃れて来日したライラさんの話

があった。彼女は７年経った今も仮放免の状態で、一家は働くこ

とが許されず、県外へ出ることも制限されている。そのため修学

旅行にも行けなかった。私は次の春に修学旅行に行く。半年以

上先のことだが、今からどこに行こうか何を買おうかと友達と話

題にすることも多い。その時のライラさんの悲しみと疎外感は

どれほどのものだっただろうか。私は、日本は平和で外国人に

とっても暮らしやすいすばらしい国だと思っていたので驚きを

隠せなかった。それと同時に自分が知っている世界の狭さを感じ

た。

　私は今まで自発的に何かを起こす方ではなかった。しかし、

「このままでいいのか？」という気持ちが心の奥から湧いてき

た。もっと知りたいと思い、東京弁護士会の難民PTの講座に参

加した。入管収容を経験したサファリさんの話や、改宗により命

を狙われる人、LGBTQであることを許されない人、政治の対立

や文化の違い、紛争や迫害など様々な事情により難民申請者に

ならざるを得なかった人々が日本で厳しい状況に置かれている

ことを初めて知った。外国人が治安を悪化させると考える人もい

るが、私たちは難民に対する正しい理解が必要だと思う。命を守

るために祖国を離れなくてはならなかった被害者なのだ。授業

では、人間には生まれながらにして等しく人権があると学んだ。

つらい経験を抱えながらも希望をもって来日した彼らが安心し

て過ごせる第二の故郷に日本がなることを願う。

　働けないとお金がない、お金がないと食べられない。支援の

一つに食料の提供があると聞いた。すぐにフードバンクに連絡を

とり、食品配布会に参加した。言葉は通じなくても、笑顔で帰る

姿に心が温まった。家庭で余っている食べ物を持ち寄りまとめて

寄付するフードドライブ活動なら私にもできる。通っている中学

校を巻き込んでこの活動をすべく奮闘中だ。

　今の私には、法に基づくアドバイスも直接的に難民認定の支

援をすることもできない。しかし、中学生の私の言葉だからこそ

耳を傾けてくれる人がいると思う。少し前までは知らなかった世

界の話。決して遠い国のことではない、たしかに今この国で起き

ていること。私の発信が広い世界に届くことを願って。

　私の将来の夢は弁護士になった。難民支援PTで聞いたある言

葉が忘れられない。

　～安全に生きたいと願う心に、生まれた所は関係ないから～

　私は小学四年生の時に初めて環境問題について学びました。

その時、クラスで何かできることはないかと考え、クラスの探求

学習として「海洋プラスチックの削減」を学びました。

　学習を進めていくと、環境活動家の豊田直之さんの出前授業

を受ける機会がありました。豊田さんは神奈川県の最西端から

海岸線に沿ってゴミ拾いをしながら最東端を目指すという活動

をしています。また、その時点で約千三百キログラムのゴミを回

収していました。私はそれを聞いて約千三百キログラムもゴミが

落ちていたことにとても驚きました。そこで、日本にはどのくら

いの海洋ゴミがあるのか気になり、調べてみると年間約二万ト

ンから六万トンの海洋ゴミが流出しており、日本に漂着するもの

も含めると約三十五万トンから六十万トンにもなるということを

知りました。豊田さんはエコバックを使用したり、水筒を使うよ

うにするなど、小学生の私達にも簡単にできることを教えてくれ

ました。

　でも、私はそれらを実践するだけでなく、「豊田さんのように

ゴミ拾いをやりたい！」とクラスメイトに呼びかけました。すると

多くのクラスメイトが賛同してくれ、海に面している「高島水際

線公園」で実際に豊田さんとゴミ拾いをすることになりました。

私はもともとこの公園はあまりゴミがないきれいなイメージを

持っていたのでそんなにやることはないだろうと思っていまし

た。しかし、意識して海の近くや茂みの中を見てみるととても多

くのゴミがありました。最終的に二十袋以上のゴミを回収する事

ができました。そこまで広くない公園からここまでたくさんのゴ

ミが出たことは私にとって予想外のことでした。

　その中でも特に多かったゴミがペットボトルでした。ペットボ

トルのことを調べていくと、ペットボトルをリサイクルしてできる

布があることを知りました。そこで、私達が拾ったペットボトルを

布を作っている会社に送り、実際に布を作ってもらいました。そ

の布が届いた時、最初は小さな興味から始まった事がちゃんと

成果を出せていると実感し、嬉しくてたまらなくなりました。そ

の布を使ってエコバックを作り、それを使って買い物にも行きま

した。

　私はこの経験を通して感じたことが二つあります。一つは小さ

な行動でも続けることがとても重要だということです。例えば一

回エコバックを使って満足するのではなく、継続して使うなど環

境に良い行動を日常の中に一つでも増やしていきたいと思いま

す。二つ目は周りを巻き込むということです。環境問題に限ら

ず、大きな問題は一人がいくら頑張っても解決することはありま

せん。だからこそ自分の身近なところから呼びかけて行動に移

し、少しでも早く問題が解決するように努力していきたいです。

最優秀賞
独立行政法人
国際協力機構
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「学びの力が未来を変える」
〔大阪府〕

「未来への積み立て投資」
〔埼玉県〕

大阪府立水都国際中学校　3年　加賀美  さくら

さいたま市立浦和中学校　3年　町田  愛奈

最優秀賞
文部科学大臣賞

境界線のない心で
〔栃木県〕

小さな行動から
〔埼玉県〕

宇都宮大学共同教育学部附属中学校　2年　関　桃羽

学校法人佐藤栄学園栄東中学校　2年　粟野  楓子
優秀賞最優秀賞

外務大臣賞




